
Ｍ
ｅ
ｎ
，ｓ
ク
ッ
キ
ン
グ

　

男
性
向
け
の
料
理
教
室
で
す
。
料
理

初
心
者
向
け
に
料
理
の
基
礎
か
ら
は
じ

め
、
家
で
で
き
る
簡
単
な
料
理
を
つ
く

り
ま
す
。
で
き
あ
い
の
惣そ
う
ざ
い菜
で
済
ま
せ

て
い
る
人
や
食
事
が
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
に

な
り
が
ち
な
人
な
ど
、
こ
の
機
会
に
皆

で
料
理
の
腕
を
み
が
き
ま
せ
ん
か
。

▽��

と
き　

６
月
27
日
木
・
午
前
９
時
30

分
～
午
後
１
時
（
９
時
15
分
か
ら
受

け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
調
理
室

▽�

対
象　

町
内
に
住
ん
で
い
る
男
性

▽�

参
加
費　

４
０
０
円

▽�

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
ス
リ
ッ
パ
、

筆
記
用
具
な
ど

▽�

申
し
込
み　

６
月
20
日
木
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
局
３
５

３
３
）
へ

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！

講
座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

▽�

と
き　

６
月
13
日
木
・
午
前
９
時
30
分

～
正
午
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
45
会
議
室

▽�

内
容
　
糖
尿
病
・
糖
尿
病
の
合
併
症

▽�

対
象　

町
内
に
住
ん
で
い
る
30
歳
～
74

歳
の
人

▽
定
員　

15
人

▽
参
加
費　

無
料　

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具

▽�

申
し
込
み　

６
月
10
日
月
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
局
３
５

３
３
）
へ

特
定
不
妊
治
療
費
・
男
性
不
妊
治

療
費
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す

　

特
定
不
妊
治
療
に
か
か
る
治
療
費
の

一
部
を
福
岡
県
特
定
不
妊
治
療
助
成
制

度
に
上
乗
せ
し
て
助
成
し
ま
す
。

▽�

対
象
者　

①
福
岡
県
不
妊
に
悩
む
人

へ
の
特
定
治
療
支
援
事
業
の
助
成
決

定
を
受
け
た
人
②
法
律
上
婚
姻
し
て

い
る
夫
婦
③
夫
婦
の
双
方
、
ま
た
は
一

方
が
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
④
夫
婦
の
前
年
度
の
所

得
合
計
が
７
３
０
万
円
未
満
の
人

※�

そ
の
ほ
か
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
や

自
治
区
に
加
入
し
て
い
る
な
ど
の
要

件
が
あ
り
ま
す
。

▽�
対
象
治
療　

特
定
不
妊
治
療
・
男
性

不
妊
治
療

▽�

助
成
金
額　

特
定
不
妊
治
療
・
男
性

不
妊
治
療
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
1
回
に

つ
き
10
万
円
ま
で

▽�

助
成
回
数　

妻
の
治
療
開
始
年
齢
が

39
歳
ま
で
の
場
合
は
通
算
6
回
ま
で
・

42
歳
ま
で
の
場
合
は
通
算
3
回
ま
で

▽�

申
請
期
限　

治
療
を
受
け
た
月
の
末

日
か
ら
1
年
以
内

▽�

必
要
書
類　

①
福
岡
県
か
ら
発
行
さ

れ
た
「
不
妊
治
療
費
助
成
承
認
決
定

通
知
書
」
②
芦
屋
町
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
申
請
書
③
不
妊
治
療
費
助
成

事
業
受
診
等
証
明
書
④
治
療
に
要
し

た
領
収
書
⑤
芦
屋
町
不
妊
治
療
費
助

成
申
請
者
調
書
⑥
自
治
区
所
属
証
明

書
⑦
〈
夫
婦
同
一
世
帯
の
場
合
〉
住

民
票
（
続
柄
記
載
の
あ
る
世
帯
全
員

票
）・〈
夫
婦
別
世
帯
の
場
合
〉
夫
と

妻
の
住
民
票
（
個
人
票
）
と
戸
籍
謄

本
⑧
市
町
村
が
発
行
す
る
所
得
証
明

書
⑨
申
請
者
名
義
の
通
帳
⑩
印
鑑

▽��

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
３
）

芦
屋
町
出
産
祝
金
の
申
請
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

町
で
は
芦
屋
町
出
産
祝
金
（
商
品
券
）

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
1
月

2
日
以
降
に
転
入
し
、
そ
の
後
子
ど
も

が
生
ま
れ
た
人
は
、「
芦
屋
町
出
産
祝
金
」

の
申
請
期
限
が
６
月
28
日
金
ま
で
で
す
。

期
限
後
の
申
請
は
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
芦
屋
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
広
報
あ
し

や
２
月
１
日
号
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
７
）

問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館

健
康
・
子
育
て

広報あしや　2019.6.1 ⑭



新
元
号
表
記
の

子
ど
も
医
療
証
を
送
付
し
ま
す

　

子
ど
も
医
療
証
を
持
っ
て
い
る
人
に

新
元
号
表
記
の
子
ど
も
医
療
証
（
桃
色
）

を
6
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

新
し
い
医
療
証
が
届
い
た
ら
、
古
い

医
療
証
（
う
ぐ
い
す
色
）
は
破
棄
し
、

差
し
替
え
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
係
（
☎
２

２
３
局
３
５
３
２
）

一
時
保
育
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

保
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
病
気
、

入
院
、
短
時
間
勤
務
な
ど
で
、
一
時
的

に
保
育
を
必
要
と
す
る
乳
幼
児
を
保
育

園
で
預
か
り
ま
す
。

▽�

対
象　

お
お
む
ね
６
か
月
児
～
就
学

前
の
町
内
に
住
む
乳
幼
児

▽�

保
育
日
時　

月
～
土
曜
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時

※
保
育
園
の
休
園
日
を
除
く

※
週
３
日
（
月
14
日
）
以
内
の
利
用
が

原
則
で
す
。

▽�

利
用
料
金　

３
歳
児
未
満
＝
１
時
間

５
０
０
円
、
３
歳
児
以
上
＝
１
時
間

４
０
０
円

※
半
日
、
１
日
単
位
も
あ
り
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　

芦
屋
保
育
園
（
☎
２
２

３
局
０
３
４
３
）

※�

利
用
に
は
、
事
前
登
録
・
予
約
が
必

要
で
す
。

児
童
手
当
の
現
況
届
を

お
忘
れ
な
く

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎

年
６
月
中
に
「
現
況
届
」
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

６
月
以
降
も
受
給
す
る
場
合
は
必
ず

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

該
当
す
る
人
に
は
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

※�

公
務
員
は
職
場
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

代
理
人
（
受
給
者
・
受
給
者
の
配
偶

者
で
な
い
人
）
が
手
続
き
す
る
と
き

は
受
給
者
か
ら
の
委
任
状
と
代
理
人

の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

▽�

提
出
期
間　

６
月
10
日
月
～
28
日
金

※�

役
場
開
庁
時
間
（
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
）
に
来
ら
れ
な
い
人
は
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

提
出
・
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援

係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３
７
）

福
岡
県
立
古
賀
特
別
支
援
学
校

か
ら
の
お
知
ら
せ

●�

学
校
見
学
　
小
中
学
部
火
・
木
、
高

等
部
火
・
木

●�

教
育
相
談
　
子
ど
も
の
言
語
面
や
学

習
面
、
行
動
面
や
情
緒
面
な
ど
の
教

育
相
談

▽�

対
象　

乳
幼
児
・
児
童
生
徒
と
そ
の

保
護
者
、
幼
保
小
中
高
な
ど
の
関
係

機
関
の
職
員
な
ど

▽�

見
学
・
相
談
日　

電
話
で
受
け
付
け

後
、
日
程
を
調
整
し
て
行
い
ま
す
。

▽��

電
話
受
付
　
月
～
金
・
午
前
９
時
～

午
後
５
時
に
福
岡
県
立
特
別
支
援
学

校
（
古
賀
市
千
鳥
）（【
小
中
学
部
】

☎
〈
０
９
２
〉
９
４
３
局
８
６
７
４
・

【
高
等
部
】
☎
〈
０
９
２
〉
９
４
２
局

７
１
７
５
）
へ

人
権
生
活
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

毎
月
２
回
の
定
例
相
談
の
ほ
か
に
、

随
時
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

◎�

６
月
13
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

◎�

６
月
27
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

▽�

相
談
内
容　

人
権
に
関
す
る
こ
と
や
生

活
、
就
職
、
進
学
相
談
な
ど

※�

定
例
日
以
外
の
相
談
は
、
直
接
相
談

員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

土
肥
相
談
員
（
高
浜
町
21
番
18
号
☎

２
２
２
局
０
０
４
４
）

◎�
橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
局
３
２
０
３
）

無
料
法
律
相
談

▽�

と
き　

６
月
18
日
火
・
午
後
１
時
30

分
か
ら

▽�

と
こ
ろ　

役
場
4
階
会
議
室

▽�

定
員　

７
人
（
先
着
順
）

▽�

受
付　

６
月
４
日
火
か
ら
、
庶
務
係

（
☎
２
２
３
局
３
５
７
２
）
へ

※�

相
談
時
間
は
１
人
約
20
分
で
す
。

※�

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を

す
る
と
き
は
、
必
ず
連
絡
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
契
約
書
な

ど
の
関
係
書
類
（
写
し
で
も
可
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

無
料
日
曜
労
働
相
談
会

　

福
岡
県
労
働
者
支
援
事

務
所
で
は
休
日
の
電
話
や

面
談
に
よ
る
日
曜
労
働
相

談
を
行
い
ま
す
。

　

職
場
で
生
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
内
容
に
よ
り
弁
護
士
と

連
携
し
た
相
談
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　

６
月
30
日
日
・
午
前
10
時
～

午
後
６
時
（
午
後
５
時
30
分
ま
で
受

け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　

福
岡
県
北
九
州
労
働
者
支

援
事
務
所
（
小
倉
北
区
浅
野
）

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
北
九
州
労
働

者
支
援
事
務
所
（
☎
９
６
７
局
３
９

４
５
）

相
談
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芦
屋
町
ふ
る
さ
と
観
光
大
使
へ
の

特
産
品
提
供
事
業
者
を
募
集

　

芦
屋
町
で
は
、
昨

年
度
芦
屋
町
を
舞

台
と
し
た
映
画
で
監

督
を
務
め
た
向
井

宗
敏
さ
ん
と
主
題
歌

を
担
当
し
た
ハ
ジ
→

さ
ん
を
ふ
る
さ
と
観

光
大
使
に
委
嘱
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
ふ
る
さ
と
観
光
大
使
に

芦
屋
町
の
特
産
品
を
無
償
で
提
供
し
て

い
た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

提
供
さ
れ
た
特
産
品
は
、
観
光
大
使

が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（T

ツ
イ
ッ
タ
ー

w
itter

、I イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

nstagram

な
ど
）

で
情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、
全
国
へ
の

Ｐ
Ｒ
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

詳
細
は
、
芦
屋
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
申
し
込
み
に
必
要
な

書
類
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

応
募
資
格　

芦
屋
町
商
工
会
に
加
入

し
て
い
る
事
業
者

▽�

問
い
合
わ
せ　

地
方
創
生
推
進
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
７
１
）

芦
屋
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

取
扱
店
舗
な
ど
を
募
集

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
り
低
所

得
者
や
子
育
て
世
帯
の
消
費
に
与
え
る
影

響
を
緩
和
し
、
町
内
の
消
費
を
喚
起
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
芦
屋
町
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
」
を
使
用
で
き
る
取
扱
店
舗

な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

応
募
資
格
　
町
内
で
営
業
し
て
い
る

店
舗
や
事
業
所

▽�

申
込
期
限　

６
月
21
日
金
ま
で

▽�

商
品
券
の
使
用
期
間
　
10
月
１
日
火

～
令
和
２
年
２
月
29
日
土

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

障
が
い

者
支
援
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３
０
）

※�

詳
細
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
福
祉
課
と
芦
屋
町
商
工
会
に
設

置
し
て
い
る
「
芦
屋
町
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
取
扱
店
舗
等
募
集
要
領
」

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

職
業
訓
練
生
（
８
月
生
）
募
集

▽�

募
集
訓
練
科
目
・
定
員
　
①
住
宅
シ

ス
テ
ム
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
＝
25
人　

②
機
械

Ｃ
Ａ
Ｄ
技
術
科
＝
25
人　

③
金
属
加

工
技
術
科
＝
12
人

▽�

対
象
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業

安
定
所
）
に
求
職
の
申
し
込
み
を
し
、

受
講
指
示
ま
た
は
受
講
推
薦
を
も
ら

え
る
人

▽�

訓
練
期
間
　
８
月
２
日
金
～
令
和
２
年

１
月
31
日
金

▽�

募
集
期
間
　
６
月
３
日
月
～
７
月
８

日
月

▽�

申
し
込
み
　
住
所
を
管
轄
す
る
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク

▽�

問
い
合
わ
せ
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

福
岡�

受
講
者
係
（
☎
６
４
１
局
６
９

０
９
）

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
応
援
セ
ミ
ナ
ー

　

～
生
涯
現
役
で
い
こ
う
！
～

　
「
ま
だ
ま
だ
現
役
で
働
き
た
い
」、「
社

会
と
繋つ
な

が
っ
て
い
た
い
」
と
考
え
て
い
る

シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
。
第
二
の
人
生
に
向
け

た
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き
　
７
月
11
日
木
・
午
後
１
時
～
３

時
30
分

▽�

と
こ
ろ　

中
間
市
中
央
公
民
館
（
中

間
市
蓮
花
寺
）

▽�

対
象
　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人

▽�

内
容　

①
生
涯
現
役
で
活
躍
す
る
た

め
の
健
康
づ
く
り
②
60
歳
か
ら
の
仕

事
さ
が
し

※�

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
個
別
相
談
を
行
い

ま
す
（
３
人
ま
で
。
要
予
約
）。

▽�

定
員　

先
着
20
人
（
参
加
無
料
）

▽�

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　

福
岡
県

70
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０

９
２
〉
４
３
２
局
２
５
４
０
）

自
衛
官
採
用
試
験

▽�

種
目　

自
衛
官
候
補
生
、
一
般
曹
候

補
生

▽�

受
付
期
間
　
７
月
１
日
月
～
９
月
６

日
金

▽�

応
募
資
格　

令
和
２
年
４
月
１
日
現

在
で
、
18
歳
～
33
歳
未
満
の
人

▽�

試
験
日　

９
月
20
日
金
～
22
日
日

▽�

試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
小
倉
駐
屯

地
（
小
倉
南
区
北
方
）

▽�

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
福
岡
地
方
協

力
本
部
芦
屋
地
域
事
務
所
（
☎
２
２

３
局
０
９
８
１
内
線
３
４
８
）

税
務
職
員
採
用
試
験

▽�

応
募
資
格　

①
平
成
31
年
４
月
１
日
現

在
で
、
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人
。
令
和

２
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
、
ま
た
は

中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

人
②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
に
準
ず

る
と
認
め
る
人

▽
受
付
期
間　
【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
】

　
６
月
17
日
月
～
26
日
水
（
受
信
有
効
）

※�

専
用
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.jinji-

shiken.go.jp/juken.htm
l

※�

原
則
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
が
で
き
な
い
環

境
に
あ
る
場
合
は
、
希
望
す
る
第
１

試
験
地
を
所
管
す
る
国
税
局
（
国
税

事
務
所
）
に
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

若
松
税
務
署
総
務
課

（
☎
７
６
１
局
２
５
３
６
）

募
集
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▽ �応募資格　健康で土・日に勤務でき
る人

▽ �申し込み・問い合わせ　芦屋町観光
協会（☎２２１局１００１）
※月曜日を除く、午前９時～午後５時
※�面接日以外の日でも面接できます。
面接日の調整や申込み方法などは別
途お伝えします。まずは、電話でご連
絡下さい。

業務内容 採用人数 期間
勤務形態

（シフト勤務）
勤務時間 賃金 申込受付期限 面接日

海水浴場監視業務 ５人程度
７月６日土

～

８月 25日日
週２日から

9：00～ 18：00
の内、６～８時間

時給 820 円から
（経験者は優遇）

６月中旬

６月　　
15日土
16日日

プール監視業務 30 人程度 ７月 11日木

～

９月１日日

8：00～ 19：00
の内、６～８時間

プール受付業務 10 人程度 週３～５日 8：30～ 18：30
の内、６～８時間 随時

色：黒のみ

ボタンダウンなし
胸ポケットあり

デザイン

芦屋町オリジナルデザイン

　　　　　ポロシャツを販売するっちゃ！

　 町のＰＲ・イメージアップを図るため、オリ
ジナルポロシャツを制作・販売しています。
　今年度新たに制作するポロシャツは、背中に
芦屋釜をモチーフとしたデザインをあしらって

おり、素材はメッシュです。オリジナルポロシャツは、下記販売場
所で購入できます。サイズによっては売り切れになる場合もありま
すのでご了承ください。

▼価格　１着１２００円（消費税込み）

▼サイズ　ＳＳ、Ｓ、Ｍ、Ｌ、ＬＬ、３Ｌ、４Ｌ、５Ｌ

▼販売場所
　◦芦屋町観光協会〔芦屋1455-284〕（☎２２１局１００１）
　◦生き活き市場 GoodSmile はまゆう〔船頭町１-11〕
　　（☎２２３局２５２５）
　◦かねやす芦屋店〔山鹿 1560〕（☎２２３局１５８５）
　◦てのや商店〔船頭町５-19〕（☎２２３局００５０）
　◦福島スポーツ店〔高浜町 21-18〕（☎２２３局１７２３）
　◦マリンテラスあしや〔山鹿 1588〕（☎２２３局１０８１）
　※役場では販売しませんので、注意してください。

▼ �問い合わせ　地方創生推進係（☎２２３局３５７１）

 レジャープール アクアシアンで一緒に働きませんか
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平
成
31
年
度
住
民
税

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　

６
月
12
日
水
に
住
民
税
納
税
通
知
書

を
発
送
す
る
予
定
で
す
。
住
民
税
は
、

６
月
、
８
月
、
10
月
、
翌
年
１
月
の
４
回

に
わ
け
て
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽�

納
付
書
に
よ
る
納
付
期
限

　

６
月
・
・
・
７
月
１
日
月

　

８
月
・
・
・
９
月
２
日
月

　

10
月
・
・
・
10
月
31
日
木

　

翌
年
１
月
・
・
・
翌
年
１
月
31
日
金

※�

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
期
限
は
、
各

納
付
月
の
25
日
（
土
日
祝
の
場
合
は
、

翌
銀
行
営
業
日
）
に
な
り
ま
す
。
口

座
の
残
高
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

課
税
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
３
４
）、
納
税
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
３
５
）

夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す

　

平
日
昼
間
の
訓
練
に
加
え
て
、
次
の

日
程
で
夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す
。

【
ジ
ェ
ッ
ト
機
】

▽�

と
き
　
６
月
５
日
水
・
10
日
月
・
11
日

火
・
12
日
水
・
17
日
月
・
18
日
火
・
19

日
水
の
日
没
か
ら
午
後
９
時
ご
ろ
ま
で

の
間
（
予
備
日
６
月
６
日
木
・
13
日
木
・

20
日
木
）

▽�

問
い
合
わ
せ　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
局
０
９
８
１

内
線
２
５
４
）

モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
の

改
修
工
事
が
完
了
し
ま
し
た

　

火
災
な
ど
の
災
害
発
生
を
お
知
ら
せ

す
る
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
は
、
平
成

30
年
度
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調

整
交
付
金
事
業
に
よ
り
改
修
工
事
を

完
了
し
、
施
設
の
供
用
を
開
始
し
ま�

し
た
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

庶
務
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
７
２
）

芦
屋
釜
の
里
七
夕
煎
茶
会

　

新
緑
が
美
し
い
季
節
に
七
夕
煎
茶
会

（
玉
露
と
和
菓
子
）
を
行
い
ま
す
。
大
人

も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
茶
会
で
す
。

▽��

と
き　

７
月
７
日
日　

※
受
け
付
け
は
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽��

と
こ
ろ　

芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽��
料
金　

中
学
生
以
上
５
０
０
円
、
小

学
生
３
０
０
円
、
未
就
学
児
２
０
０

円
（
入
園
料
と
お
茶
代
）

▽��

問
い
合
わ
せ　

芦
屋
釜
の
里
（
☎
２

２
３
局
５
８
８
１
）

芦
屋
町
体
育
ス
ポ
ー
ツ
大
会

出
場
参
加
補
助
金

　

町
で
は
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と

振
興
を
図
る
た
め
、
各
種
大
会
な
ど
に

参
加
す
る
場
合
に
必
要
と
な
る
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▽
対
象　

町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽�

対
象
と
な
る
大
会　

①
地
域
予
選
を

経
て
出
場
す
る
全
国
大
会
、
西
日
本

大
会
、
九
州
大
会
で
教
育
委
員
会
が

認
め
た
大
会
②
県
民
体
育
大
会
③
郡

民
体
育
大
会

▽�

補
助
内
容　

①
大
会
出
場
に
必
要
と

な
る
交
通
費
と
宿
泊
費
の
一
部（
上
限

額
は
、
全
国
大
会
３
万
５
千
円
、
西
日

本
大
会
・
九
州
大
会
２
万
円
）

※�

中
学
３
年
生
ま
で
が
出
場
す
る
場
合

で
、引
率
者
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
と
き
は
、引
率
者
１
人
分
を
補
助

し
ま
す
。

　

�

②
と
③
は
定
額
（
町
内
大
会
＝
５
０
０

円
、
町
外
大
会
＝
１
０
０
０
円
）

▽�
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
係（
☎
２
２

３
局
３
５
４
６
）

第
60
回
遠
賀
郡
民
体
育
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す　

　

町
を
代
表
し
て
、
郡
民
体
育
大
会
に

出
場
し
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　

７
月
21
日
日
・
午
前
８
時
30

分
か
ら
開
会
式

▽�

と
こ
ろ　

遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
（
遠
賀
町
広
渡
）

※�

開
会
式
終
了
後
に
郡
内
の
各
会
場
で

11
種
目
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
す

▽�

種
目　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
卓
球
・

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
柔
道
・
剣
道
・
弓
道
・

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
軟
式
野
球
・
硬
式

テ
ニ
ス

▽�

対
象　

令
和
元
年
５
月
1
日
以
前
か

ら
郡
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽�

申
し
込
み
　
６
月
21
日
金
ま
で
に
芦

屋
町
体
育
協
会
（
☎
２
２
２
局
０
１

８
８
）
へ

第
60
回
遠
賀
郡
民
体
育
大
会

陸
上
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す　

▽�

と
き　

８
月
４
日
日
・
午
前
９
時
か

ら
開
会
式

▽�

と
こ
ろ　

芦
屋
町
総
合
運
動
公
園
中

央
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽�

種
目　

◦
小
学
生
男
子
・
女
子
の
部

（
１
０
０
ｍ
・
８
０
０
ｍ
・
４
×
１
０

０
ｍ
リ
レ
ー
）
◦
中
学
生
男
子
・
女

子
の
部
（
１
０
０
ｍ
・
８
０
０
ｍ
・

１
５
０
０
ｍ
・
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ

ー
・
走
幅
跳
）
◦
一
般
男
女
・
壮
年

男
女
の
部
（
１
０
０
ｍ
・
走
幅
跳
）

◦
青
年
男
子
の
部
（
１
０
０
ｍ
・
４

０
０
ｍ
・
１
５
０
０
ｍ
・
走
幅
跳
）

お
し
ら
せ

大城地区に新設した
モーターサイレン施設
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◦
青
年
女
子
の
部
（
１
０
０
ｍ
・
２

０
０
ｍ
・
８
０
０
ｍ
・
走
幅
跳
）

▽�
対
象　

令
和
元
年
５
月
1
日
以
前
か

ら
郡
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽�

申
し
込
み
　
６
月
21
日
金
ま
で
に
芦

屋
町
体
育
協
会
（
☎
２
２
２
局
０
１
８

８
）
へ

�

環
境
・
公
園
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

�

●�

ご
み
の
野
外
焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

野
外
焼
却
に
よ
る
煙
や
臭

気
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
発

生
さ
せ
る
な
ど
の
大
気
汚
染

の
原
因
の
ひ
と
つ
と
な
る
た
め
、
焼
却

行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

焼
却
行
為
に
よ
り
周
辺
住
民
の
生
活
環

境
に
支
障
を
与
え
、
苦
情
な
ど
が
あ
る

場
合
は
指
導
を
行
い
、
罰
金
が
科
せ
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

●
犬
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

　

犬
の
散
歩
は
犬
が

運
動
す
る
機
会
で
あ

り
、
排
せ
つ
の
機
会

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

散
歩
中
に
犬
が
フ
ン
を
し
た
場
合
は
、
飼

い
主
が
必
ず
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。
歩

道
や
公
園
な
ど
、
公
共
の
場
所
を
フ
ン
で

汚
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

環
境
・
公
園
係
（
☎
２

２
３
局
３
５
３
８
）

　
遠
賀
川
物
語
②

神
話
と
遠
賀
川
Ⅰ

�

前
章　

　

日
本
の
神
話
と
呼
ば
れ
る
伝
承
は
ほ

と
ん
ど
が
、「
古
事
記
」、「
日
本
書
紀
」

と
各
「
風
土
記
」
の
記
述
に
よ
る
も
の
で

す
。
そ
の
た
め
高た
か
ま
が
は
ら

天
原
の
神
々
が
中
心
と

な
っ
て
お
り
、
出
典
と
な
る
文
献
は
限
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
来
、
日
本
各
地
に
は
出

雲
を
始
め
と
し
て
何
ら
か
の
信
仰
や
伝

承
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
ヤ
マ
ト
王
権
の

支
配
が
広
が
る
に
つ
れ
て
い
ず
れ
も
が

国く
に
つ
か
み

津
神
ま
た
は
「
ま
つ
ろ
わ
ぬ
神
」
と
形

を
変
え
ら
れ
て
「
高
天
原
神
話
」
に
統
合

さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
神
話
に
お
け
る

遠
賀
川
の
か
か
わ
り
を
ひ
も
解
い
て
い

き
ま
す
。
な
お
こ
の
稿
で
は
「
古
事
記
」、

「
日
本
書
紀
」
を
合
わ
せ
て
「
記
紀
」
と

表
し
ま
す
。

神じ
ん
む武
天
皇

　

１
代
の
天
皇
で
、
名
は
神か
ん
や
ま
と

日
本
磐い
わ
れ余

彦び
こ

。
記
紀
に
は
、
諡し
ご
う号
（
お
く
り
な
）、
神

武
天
皇
が
九
州
か
ら
畿き
な
い内
へ
と
遠
征
し
、

天
下
を
治
め
る
経
緯
と
皇
后
を
得
て
、
死

亡
し
、
次
の
天
皇
で
あ
る
綏す
い
ぜ
い靖
天
皇
に
継

承
す
る
ま
で
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

神
武
東
征
の
ル
ー
ト
は
九
州
の
日
向
（
今

の
宮
崎
県
）
か
ら
宇
佐
（
大
分
県
）、
筑

紫
（
福
岡
県
）、海
路
伝
い
に
大
阪
府
あ
た

り
に
移
動
し
て
、
そ
の
後
紀
伊
半
島
を
南

下
、
熊
野
（
和
歌
山
県
・
三
重
県
）
か
ら

大
和
（
奈
良
県
）
へ
と
向
か
い
ま
す
。
こ

の
ル
ー
ト
に
芦
屋
が
出
て
く
る
の
で
す
。

原
文
で
は
簡
単
に
「
十
有
一
月
丙
戌
朔
甲

午
、
天
皇
至
筑
紫
國
岡
水
門
。」
と
あ
る

だ
け
で
す
。
文
意
は
11
月
の
9
日
に
神
武

天
皇
は
筑つ
く
し
の
く
に

紫
国
の
岡お
か
の
み
な
と

水
門
（
福
岡
県
遠
賀

郡
の
遠
賀
川
河
口
）
に
到
着
し
ま
し
た
、

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
あ
と
天
皇
一
行

は
、
後
に
岡
田
の
宮
と
よ
ば
れ
る
、
こ
の

土
地
を
一
年
間
動
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
岡

の
湊
が
弥
生
か
ら
古
墳
時
代
の
国
内
最

大
級
の
干
潟
で
あ
り
、
水
耕
や
漁
労
採

集
、
遠
賀
川
式
土
器
文
化
の
中
心
地
だ
っ

た
こ
と
や
遠
賀
川
水
系
の
豪
族
た
ち
と

の
交
渉
の
た
め
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。

仲ち
ゅ
う
あ
い哀
天
皇

　

八
年
春
正
月
己
卯
朔
壬
午
、
幸
筑
紫
。

時
岡
縣
主
祖
熊
鰐
、
聞
天
皇
之
車
駕
、
豫

拔
取
五
百
枝
賢
木
、
以
立
九
尋
船
之
舳
、

而
上
枝
掛
白
銅
鏡
、
中
枝
掛
十
握
劒
、
下

枝
掛
八
尺
瓊
、
參
迎
于
周
芳
沙
麼
之
浦
、

而
獻
魚
鹽
地
、
因
以
奏
言
「
自
穴
門
至
向

津
野
大
濟
爲
東
門
、
以
名
籠
屋
大
濟
爲
西

門
、
限
沒
利
嶋
・
阿
閉
嶋
爲
御
筥
、
割
柴

嶋
爲
御
甂
、（
御
甂
、
此
云
彌
那
陪
）、
以

逆
見
海
爲
鹽
地
。」
既
而
導
海
路
。
自
山

鹿
岬
廻
之
入
岡
浦
。

《
現
代
語
訳
》

　

即
位
８
年
春
１
月
４
日
。
筑
紫
に
行
き

ま
し
た
。
そ
の
時
に
、
岡
お
か
の
あ
が
た
ぬ
し

県
主
の
祖
先
の

熊わ

に鰐
が
天
皇
来
訪
と
聞
い
て
、
あ
ら
か
じ

め
五い
ほ
え
の
さ
か
き

百
枝
賢
木
を
抜
き
取
っ
て
、
九
尋

の
船
の
舳へ

に
立
て
て
、
上
枝
に
は
白ま
す
の
か
が
み

銅
鏡

を
掛
け
、
中
枝
に
は
十
握
剣
を
掛
け
、
下

枝
に
は
八や
さ
か
に

尺
瓊
を
掛
け
、
周
芳
に
迎
え
に

行
き
ま
し
た
。
魚な
し
お塩
の
地
（
魚
や
塩
が
取

れ
る
土
地
）
を
（
天
皇
に
）
献
上
し
ま
し

た
。
そ
れ
で
言
い
ま
し
た
。�

「
穴あ
な
と門
か
ら

向む
か
つ
の

津
野
大お
お
わ
た
り
済
ま
で
を
東
ひ
が
し
の
み
と
門
と
し
、
名な
ご
や
の

籠
屋

大お
お
わ
た
り
済
（
福
岡
県
北
九
州
市
戸
畑
区
の
名
籠

屋
崎
？
）
を
西
門
と
し
ま
す
。
沒も
と
り
し
ま

利
嶋
・

阿あ
へ
の
し
ま

閉
嶋
（
山
口
県
下
関
市
藍
島
）
を
限
っ

て
御み
は
こ筥
と
し
て
、
柴し
ば
し
ま嶋
を
割
っ
て
御み
な
へ甂
と

し
ま
す
。
…
」�

こ
の
稿
続
く

�

（
芦
屋
歴
史
の
里
）

▷ �神武天皇社の鳥居

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
二
百
七
十
七
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